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平成２９年４月２０日発表

青森県「攻めの農林水産業」推進本部

施設内の温度変化が激しい時期です。適正な栽培管理により高品質な花きの生産

に努めましょう。

１ 夏秋ギク

（１）８月上旬出荷の作型で使用する苗の生育は順調であり、病害虫の発生はほぼ見

られていない。

（２）今後の作業

・挿し芽は定植２週間前から行い、その後、最高温度２５℃を目安にこまめな換

気等を心がける。定植１週間前からは１０℃前後まで温度を下げ、順化させる。

・８月上旬出荷の作型では、定植を４月下旬～５月上旬の間に行う。

２ トルコギキョウ

（１）春定植における苗の生育は順調で、定植作業は平年並みの３月下旬から始まっ

ており、病害虫の発生は見られていない。

（２）今後の作業

・は種直後は発芽適温である２０～２５℃で管理し、発芽が揃った後は徐々に温

度を下げ、１５～２０℃で管理する。

・８月上旬出荷の作型では、定植を４月下旬までとし、老化苗は生育が劣るので、

本葉が４枚展開するまでに定植する。

※アップルネット（http://www.applenet.jp/）に本文を掲載しています。

決め手は土づくり！ 日本一健康な土づくり運動展開中！

春の農作業安全運動を展開中です（４月１日～５月３１日）

報道機関用提出資料

担 当 課 農産園芸課

担 当 者 野菜・畑作物振興グループ 佐々木主幹

電話番号 直通 017-734-9485

内線 5080

報 道 監 農林水産部 田中農商工連携推進監

内線 4966


